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序

県 下 の ほ場整 備事 業 に伴 う埋 蔵 文 化 財 の発 掘調 査 はす で に 13年

目を迎 え 、 ほ場 整 備 事 業 の拡 大 に伴 う発 掘調 査件数 の増 加 に よ って

種 々の資料 や成 果 が蓄 積 され てお ります 。

発 掘調 査 で得 られ た その成 果 を公 開 し、広 く埋 蔵 文化 財 に関す る

御理 解 を深 めて頂 く一 助 に したい と、 こ こに昭和 60年 度 に実 施 い

た しま した県 営 かんが い排 水事 業 に伴 う発 掘調 査 の報 告 書 を 3分 冊

に分 けて刊行 す る もので あ ります。

最 後 に発掘 調 査 に あた り、御 協 力 頂 きま した地 元 関係 者 並 び に関

係 諸機 関 に対 し、厚 く感謝 の意 を表 す と共 に報告 書 の刊行 に御 協 力

頂 きま した方 々に対 して も厚 くお礼 申 し上 げ ます。

昭和 61年 3月

滋 賀 県 教 育 委 員 会

教育長 南 光 雄
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1.本書は県営かんがいつ

'水

事業に伴 う発掘調査報告書Ⅲ-1で、昭和60年度に発掘

調査 したものである。

2.本 調査 は滋賀県農林部からの依頼により、滋賀県教育委員会を調査主体とし、

(財)滋賀県文化財保護協会を調査機関として実施 した。

3.本書には、県営かんがい排水事業守山南部地区に伴 う山賀西遺跡の調査報告をお

さめた。

4.本書で使用した方位は磁針方位に基づき、高さについては東京湾の平均海面を基

準としている。

5,本事業の事務局は次のとおりである。
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総務課長

〃 主事

嘱託
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中正 輝彦

林  博通

葛野 泰樹

山本 徳樹

南  光雄

江波弥太郎

近藤  滋

大橋 信弥

岩間 信幸

山下  弘

松本 暢弘

中谷サカエ

7.本書の執筆・ 編集は、調査担当者大橋を中心として岩間、調査員井浦由美が行い、



文章の末尾に執筆者名を付した。

& 出土遺物や写真・図面についてはi滋賀県教育委員会で保管している。

9・ なお、本調査の対象地は、本書に収載した山賀西遺跡のほかに、山賀遺跡、杉江

遺跡、杉江東遺跡も含むが、並行して実施 した守山南部ほ場整備事業に伴う、支線

用水路に伴う調査と重複する部分が多く『ほ場整備関係遺跡発据調査報告書』XⅢ

-1に合せて収載することとし、同調査に伴う山賀西遺跡関連部分を本書に収載す

ることとした。
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1.は じ め に

本報告は、県営一般かんがい排水事業守山南部地区に伴 う山賀西遺跡の昭和60年度

における発掘調査の成果を収めたものである。

山賀西遺跡は、昭和51年度に守山市教育委員会が実施 した分布調査によって、その

存在が明らかになり、昭和52年度に同市教委が実施 した県営ほ場整備事業に伴 う試掘

調査によって、鎌倉時代に中心をおく集落跡であることが明らかになった。今回、か

んがい排水事業に伴 う用水路埋設工事が、当地に計画されたため、事前に発掘調査を

実施することとした。

調査は財団法人滋賀県文化財保護協会埋蔵文化財課調査三係長大橋信弥を担当者と

し、同嘱託岩間信幸・ 氏丸隆広を現地主任に得て、昭和60年 11月 より、昭和61年 2月

まで現地調査を実施 し卜 3月 まで整理調査を実施 した。

現地調査にあたっては、草津県事務所土地改良課、地元山賀町の協力を得たほか、

梅村智弘 。今井俊人・久野実・ 山原昭彦・福原英明・ 福知義久・ 横谷裕人・水谷哲郎

の諸君が参加 し、整理調査にあたっては、井浦由美・福井真理子・ 古川登・寿福滋 (

写真)の協力を得た。記 して謝意を表 したい。

(大橋・岩間)

2.位 置 と環境

山賀西遺跡は守山市山賀町の現集落の西側に位置 し、その分布範囲の中心は昭和51

年度の試掘調査により畑地に限定される。本遺跡は同町を貫流する山賀川、南方の境

川の形成する微高地上に立地する。北方の守山川を合めてこれらの十日野洲川の分流域

においては、古代から中世におよぶ大集落群を現出させたことが近年の発掘調査の成

果によりあきらかにされてきている。守山川流域北の赤野井遺跡で、弥生時代から平

安時代の掘立柱建物跡 (第 1次調査で 45棟)が多数検出され、圧倒される観がある

が、守山川および境川の中流域にはいくつかの集落遺跡が群在する。なかでも古墳時

代と中世に盛期をもつ横江遺跡では、溝で区画された中世集落の実態があきらかにさ

れてきているが、守山川下流域での集落遺跡では、山賀・杉江・杉江北・杉江東遺跡
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第 1図  山賀西遺跡・調査位置および周辺追跡分布図
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が知 られるものの、面的にまとまった調査例が少なく、昭和59年 より始まった新守山

川改修工事に伴 う杉江遺跡の調査経過に注目するのみである。山賀西遺跡においても

その中世集落遺跡としての性格を究明する本格的な調査は実施されておらず、今のと

ころ狭長ながら対象面積の広い本調査例のつみかさねによって当遺跡の全容の一端が

除々に解明されていくことに期待されよう。

3.調査の方法と経過

(岩間 )

調査は、まず工事計画規模に基づく最小の トレンチ (幅 1物 ×長さ2糊 )を設定 し

て遺物・遺構の有無を確認する試掘方法をとることから始められ、遺構が認められな

い限り工事計画深度の約 1糊 までバ ックフォーにより掘削し、断面の上層堆積状況を

記録 した。遺構が確認された箇所では、遺構面が途切れるまで トレンチを延長させ、

精査に入った。その結果、遺構が認められなかったグリットが56箇所、遺構の存在す

る トレンチが 5箇所設定された。

山賀川の北方に沿う地点 (Tl・ T2)で 遺構が確認されたが、それ以北では、耕

上下に暗灰色粘土および暗灰色泥質粘土が厚 く堆積 しており、同層中に若千の磨滅す

る遺物の小片を検出したが、遺構は認められなかった。G10～ 31で は泥質粘上が耕土

下約 1物以下にさらに堆積するものと思われ、 G37～56の ラインにおいては無遺物層

の青灰色粘土層が泥質粘土層下に耕上下約70～ 90師で露呈する地点があるが (G37～

39、 G41・ 42・ 45)、 それ以外は耕土下に暗灰色粘土および泥質粘上が 1糊以下まで

厚 く堆積する。遺構が確認されたTl・ T2では耕土下約40～ 50側で遺構面に達する。

山賀川以南の遺構の確認できなかった地点も同様に暗灰色粘土および泥質粘土層が

厚 く堆積するが、次下に青灰色粘層が耕上下約70～80例で露呈する地点 (G34035、

Gl～ 4)がある。T3では耕上下約60～ 80師、淡茶灰色粘土層下に遺構面が検出さ

れた。T4では南端で耕上下80cmで 溝状遺構 (SDl)が 検出されたが、北方で耕土

直下約20師で遺構面に達 し、そのベースである淡茶褐色粘質土は トレンチ中央部で消

滅する。T5の地点は周囲の水田より約 lη高い畑地で、耕上下80例で遺構面に達 し

た。この地点の工事深度は 1.2靱であったが、そのレベルアップによって遺構の破壊

を免れたため掘込を行わず、プランの記録のみで埋戻 した。

-3-
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4.遺

本調査は支線用水路予定地点に設定された幅 lη の狭長な トレンチ調査であり、検

出された遺構の全形・性格についてあきらかにできないが、一応 ここでは溝 (SD)

土壊 (SK)、 ピット (P)に分類 して述べていく。

Tl

山賀川北岸に平行する長さ約80陶の トレンチ内に耕土下約40～ 50cmの レベルで溝 7

条、土羨21基 、ピット4基の遺構面を検出した。基本層位は I耕土 (20m)、 I淡灰

色粘土 (30側)、 Ⅲ黄灰色粘上 (20～ 30側)、 Ⅳ青灰色粘土で、遺構はⅢ層の黄灰色

粘土層を切り込んでおり、次の青灰色粘土層に達する深い遺構がある。

溝は 7条とも トレンチを横断しており、深さ20師程度のもの (SDl・ SD3・ S

D4)と 最深が50側 (SD2)と と物を超えるもの (SD5)が ある。埋土層はみな

暗灰色粘土層で、 SD5に ついては工事深度約 1解下でも埋上の分層はできなかった。

土療についてはその完全なプランが確認できたのが21基のうちS K14・ S K18の み

である。深さは S K17以外 10印程度で上面がかなり削平をうけていると考えられる。

S K17は 深さ40印を測 り、下底面わきより甕の完形品が出上している。掘り込み片肩

部がやや袋状を呈する。

ピットは 5側程度の小円形のものが 5基検出されたが底面は浅 く、他の遺構との関

係は不明であるが Pl・ P2は SD2を 切る。

T2

Tlに直接的に南につながり、基本層位も同じである。第Ⅲ層の黄灰色粘土層をベ

ースに溝10条、土療 3基、ピット3基が検出された。

溝はTl・ SD5と つながると思われるSDl以 外深さ20師以外のものが多いが、

SD2の みは深さ50節を測り、切り込みが「 U」 字状で鋭い。壷が倒立した状況で出

土 している。

土壊は、 4基のうち、プラン全形が確認できるものがなく、詳細は不明である。 S

K4はおそらく以東のグリット調査で検出されている最下層の暗灰色粘土層につなが

ると思われる。

ピットは 3基検出され、それぞれのつながりは不明である。

-4-
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T3

山賀川以南、西端に位置する約 120陶の トレンチ内に耕上下約50～ 70例で溝 10条が

検出された。 SD4・ SD6・ SD8・ SD9。 S D10は 切 り込みが浅 く、削平後に

残った包合層の下部とも考えられるが、 SDl・ SD2・ SD3・ SD&・ SD7は

深さ50～80例を測り、U字状に近い切り込みの形状を示している。埋土は濃暗灰色粘

土層でどれも泥質ぎみで湧水が激 しかった。後者の溝より多量の弥生土器、古式上師

器片が出土する。

T4

今回の調査対象地の水田と現山賀集落を分断している農面道路の西側に沿い、一段

高い北方の調査区より南の約30能の トレンチ内に溝 2条、土羨 4基、 ピット5基が検

出された。SDl以 外は北方でまとまって検出され、耕土直下の黄灰色粘質土層を切

り込む。そのベースは トレンチ中央で消滅 し、 SDlは次下の青灰色粘土層を切 り込

んでいる。

溝は南端のSDlが 耕土下70凱で青灰色粘土を切りこみ、深さ 1.5糊 まで確認でき

たが、それ以下は伏流水の湧水により、調査不可能であった。埋土は黒灰色泥粘土層

である。多量の弥生土器、古式上師器片が出土 した。 SDは SK4と 同一 レベルで検

出され、その上下関係は確認できなかった。

土壊はプラン全形が確認できたのはSKlの みで、 SK2・ SK3は 円形のピット

になるかと思われる。 SK4が 大形の異形を呈して、青灰色粘土上面まで切りこまれ

る。

ピット5基は径 5師未満のものばかりで浅い。

T5

現水田となっている他の調査区より約 1制高い畑地である。この地点の工事深度が

現表土より 1.2開 の予定となっており、遺物は表土下約80例で出土しはじめ、 と,1例

で遺構面にあたる。その後の工事深度のレベルアップにより、遺構の掘込は行わなか

った。包合層からは古代から中世にかけての土器細片が少量出上 し、遺構面直上から

は古墳時代から奈良時代にかけての遺物の検出をみた。プランにおいても遺構の切り

合いがみうけられ、下層が古墳時代に上るかもしれない。
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(岩間)



5。 出 土 遺 物

今回の調査によって出上 した遺物は、総数 200点余 りに達 した。土器の種類として

は、弥生式上器を中心として、古式土師器、施釉陶器等、多種に及ぶ。主体となるも

のは、畿内第V様式の弥生式上器で、器種・ 出土量ともに、出土遺物の中で最も多い。

ここではまず、出土土器を分類する基準について述べたい。

I 形態 の分類

a.弥生時代中期

(1)壺

壺の器形は、広口壷、細頸壷、長頸壷、短頸壺、受口訳 二重口縁壺の6種類に分けた。

(1)広 口壷。日頸部及び本部の形によって、A～ Dに細分 した。

。壷A―太 く短かい頸部に水平近 くに開 く口縁部をもつ。国縁端部は上下にわずかに

拡張する。

。壷 B一大きく開 く口縁部をもち、日縁端部は下方に肥厚するなど外端面を成す。

(2)細頸壷。日頸部の長さ及び形態によって、A～ Bに細分 した。

O細頸壺A―垂直に立ち上がる頸部に、内彎気味に開 く口縁部をもつ。

(2)甕

甕は今回の出土遺物の中では、最も多 く出土 した器種である。しかしそのほとんど

が破片であり、日縁部及び体部の形態によりA～ Dに細分 した。

(1)甕 A 受口状口縁を呈するものである。日縁部の形態により、A-1か らA-17

に細分 した。

O ttA-1 日頸部は「 S」 字状を呈 し、上外方へ開く。日縁端部は上下へ肥厚 して

外端面を成す。

Ott A-2 外彎 してのびる頸部より、短かく直立 して立ち上がる日縁部をもつ。

(2)奪 B 「 く」字状口縁を呈するものである。国縁部の形態によりB-1か らB―

2に細分 した。

。甕B-1 日縁部は大きく外反 して水平近 くに開 く。端部は丸 く納まり、刻み目が

施される。
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b.弥生時代後期・古式上師器

(1)壺

(1)広 口壷

。壷A―全体的になだらかなカーブをもって外反する日頸部をもつ。従 って口頸部か

ら肩部にかけての移行はスムーズと思われる。

O ttB― 短か く直立気味に立つ頸部に直線的に大きく外傾する口縁部をもつ。日縁端

部は上方へつまみ上げる。

Ott C― 球形あるいは偏球形の体部に巻き込むように外反する口頸部をもつ。

(2)細頸壷

。細頸壷A一 口頸部が長 く直立するもの。体形が偏球状を呈すために、日頸部高は体高

に比べて局い。

O細頸壷 B― A形式よりも短かめの、外反する口頸部をもつ。口頸部高は体高にほぼ

等 しいか、それよりも小さい。

(3)長頸壷。 1点のみ出上 した。日頸部がほぼ垂直に立ち上がり、直線的にのびる。

(4)短頸壺。口頸部の形態により、A～ Cに細分 した。

O短頸壷 A一日頸部はやや内彎気味に立ち上がり、口縁端部はさらに内反する。

O短頸壷 B一 口頸部はほぼ垂直に立ち上がり、日縁端部は短かく外反する。

O短頸壺 C一日頸部は外反 しながら立ち上がる。

(5)受 日壷。受口状日縁を呈する壷である。日頸部及び顎部の形態により2種類に分

けた。

O受口壷B-1 日縁部は明瞭に屈曲し、ほぼ垂直に立ち上がる。口縁部はつまみ出

し、内傾する面を成す。

。受口壷A-2 日縁部は明瞭に屈曲し、上外方へ開 く。日縁端部はつまみ出し、内

傾する面を成す。

(6)二重回縁壷。広口壷に日縁部を付加 したもの。外反する日縁部をもつ。

(2)甕

(1)甕 A
。甕A-1 頸部は明瞭に屈曲しほぼ水平な顎部を成す。日縁部は垂直あるいは内彎

気味に立ち上がり、端部は内傾する面を成す。肩部はあまり張 らず、最大腹径は下に
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あると思われる。

O ttA-2 口顎部は水平 に開 き、垂直に立ち上がる日縁部をもつ。端部は丸 く納

めるが、内傾 した面を成す。

OttA-3 国顎部が内傾 し、上外方へ開 く口縁部をもつ。端部は水平か、内傾す

る面を成す。

O ttA-4 口縁部は明瞭に屈曲し、ほぼ垂直に立ち上がる。口縁端部はつまみ出し、

内傾する面を成す。

O ttA-5 頸部で屈曲した後、直立気味に比較的長い口縁部をもつ。日縁端部は丸

く納める。                   1
0甕 A-6 口縁部は明瞭に屈曲し、上外方へ開 く。口縁端部はつまみ出し、内傾あ

るいは浅い段を成す。

。甕A-7 日縁部は甘 く屈曲し、上外方へ開く。口縁端部はつまみ出し、内傾ある

いは水平な面を成す。

Ott A-8 口縁部は甘 く屈曲し、ほぼ垂直に立ち上がる。日縁端部はつまみ出し、

水平あるいは浅い凹面を成す。

O ttA-9 日縁部は甘 く屈曲し、上外方へ開く。日縁端部はつまみ出し、外傾する

面を成す。

O ttA-10 鈍い段を成 し立ち上がる日縁部をもつ。日縁端部はわずかに外方へつま

み出す。

。甕A-11 なだらかな屈曲で中位でふくらむ口縁部をもつ。日縁端部はわずかにつ

まみ出す。

。甕A-12 頸部で屈曲した後、短かく立ち上がる国縁部をもつ。日縁端部は外傾す

る面を成す。

OttA-13 顎部は「 く」字状口縁に近い屈曲を成 し、日縁部はわずかに内彎気味に

立ち上がる。                             1
。養A-14 頸部はなだらかに屈曲し、短かく、ほぼ垂直に立ち上がる日縁部をもつ。

O ttA-15 日縁部は上外方へ開き、口縁端部は内傾する面を成す。肩部はやや張り、

器壁は薄手である。

。甕A-16 口縁部はほぼ垂直に立ち上がる。口縁端部は丸いか尖 り気味に納める。
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肩部はあまり張 らず、器壁は薄手である。

O ttA-17 口縁部はやや外方へ開き、端部は丸 く納める。肩部はあまり張らず、器

壁は薄手である。

(2)甕 B

。甕 B-1 口頸部が「 く」字状に屈曲し、直線的に開く。

O tt B-2 口頸部は「 く」字状に屈曲し、外反気味に開 く。

(3)甕 C 口頸部は「 く」字状に屈曲し、口縁端部を内傾へ肥厚 させる布留式に通有

なもの。

(4)奮 D 垂直にのびる体部より屈曲して上外方へ開 く日縁部をもつ。端部はさらに

外反 し丸 く納める。

(3)浅鉢

浅鉢は数点出上 している。胴位中位が張った扁平な体部をもつものが多い。日縁部

の形態により、 2種類に分けた。

浅鉢A 受口状口縁を呈するもので、口縁部の形態によりA-1か らA-4に 細分

した。

。浅鉢A-1 頸部で明瞭に屈曲して、短かく垂直に立ち上がる口縁部をもつ。

O浅鉢A-2 頸部でなだらかに屈曲して、内彎気味に長 く立ち上がる日縁部をもつ

端部は内傾する面を成す。

O浅鉢A-3 頸部でなだらかに屈曲して、内彎気味に立ち上がる口縁部をもつ。端

部は丸 く納める。

O浅鉢A-4 頸部でなだらかに屈曲して、外反気味に開く日縁部をもつ。端部は上

方へつまみ上げ尖り気味に納める。

浅鉢 B 「く」字状口縁を呈するもの。今回は 1点のみ出上 した。

。浅鉢B-1 頸部は「く」字状に屈曲し、やや内彎気味に開 く口縁部をもつ。端部

は丸 く納める。

(4)婉

筑は 2点出土 している。いずれも破片なので、日縁部の形態で分類 した。

O ttA一 口頸部はなだらかな「 S」 字状を呈する。端部は丸 く納める。

O ttB― 半球状の体部を呈する。日縁端部は外傾に肥厚 して丸 く納める。
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(5)高界

高邦は10数点出土 しているが、全形を留めるものは 1点のみであり、大半が脚柱部

であった。ここでは、外部を 2種類、脚柱部を 3種類に分けた。

O ttA一大きな郭部に外反する日縁部をもつ。必部との界には稜線を有する。

。郭 B―半球状の郭部で、平底の杯底部より、丸 く内彎 してのびる国縁部をもつ。

Ott A― 脚柱部がややふくらみ、なだらかに外反 して開 く裾部をもつ。

。脚 B―脚柱部は「ハ」字状を呈 して、直線的に開くもの。

Ott C一 脚柱部が筒状を呈 して、なだらかに開 く裾部をもつ。

(6)器台

器台も高郭同様、全形を留めるのは 1点のみである。大半が脚柱部であり、外部を

1種類、脚柱部を 3種類に分けた。

OttA―直線的に大きく開 く必部をもつ。口縁端部は下垂 して、外端面を成す。

。脚 A、 B、 Cは高郭の脚柱部と同様の基準で分類 した。その他、底部、施釉陶器等

数点出土 しているが、形態分類するには至らないので、後述説明を加えることにする。

I 土器類 の観察 につ いて

本地区の調査において出上 した土器類は、前述のごとくかなりの量を数える。その

内、実測図を作成 しえたものは 196点を数え、その半数近 くが個々の形態 。技法をあ

る程度、観察 しうるものであった。よって、観察 した結果を表にまとめ、掲載するこ

とにした。記載内容は、器種・法量・形態・技法・ 胎土・焼成の各項目について行 っ

た。

a 技法の特徴の表現法

技法の特徴は、成形・調整・ 文様に大別 して観察 した。

調整及び文様は、本地区出上のものについて、下記のものを観察 し、各々細分 して

表記 した。又、実測図においては、下図の表現法を原則として行なった。

1.箆 ミガキ 細かい箆状工具で器壁表面をナデ、その痕が光沢をもつもの。

2.ハ ケロ ー定の幅をもつハケ状の工具で器壁を整え、明瞭にハケロが残るもの。

3.タ タキ タタキ板で器壁をたたいて形を整えるもので、調整 と粘土のタタキシメ

の両方をかねるもの。



4.ナデ 指で器壁をなであげて形を整えるもの。

5。 指圧痕 指で器壁を押 して形を整えるもの。

6.箆削り 静止状態でタテないしヨコ方向に箆削りしたものを表す。

7.箆描列点文 櫛の尖端を器面に突き刺 してつくる文様 (以下「櫛列」と略す。)

8.櫛描直線文 櫛で一度に数本以上の条線を引く文様 (以下「櫛直」と略す。)

9,櫛描波状文 櫛で一度に数本以上の条線を蛇行 して引く文様 (以下 閾 波」と略す。)

10.箆描直線文 箆で条線を引く文様 (以下「箆直」と略す。)

■.箆描斜格子文 箆で条線を直交して引く文様 (以下「箆格」と略す。)

12.円形浮文 粘上の小円板を貼 り付けたもの (以下「円浮」と略す。)

b 胎上の表現法

胎土は合有砂粒を観察 して記 した。粒径の区分は、含まれる砂粒の内、平均的なもの

について、 3.5翻 以上は小石粒、1翻 か ら 3.5翻 は砂粒、 1翻以下は細砂粒として、

砂粒がほとんど合まれないものは胎土密とした。

C 色調の表現法

色調は目測で比定 した。器壁の内面、外面で色調が異なる場合はそれぞれ記 した。

d 焼成の表現法

焼成はその状態に応 じて、良好、やや軟質、軟質に分けて記 した。

Ⅲ 出土土器 の検討                ヽ

今回の調査ではTlか らT4の各遺構で遺物が出土 した。まず、遺構別に出土土器

の説明を加え、その後、弥生時代後期を中心にその位置づけを試みたい。

a Tl

OSDl 弥生第V様式中葉の甕 2点、布留式併行期の饗 3点、その他土錘が 1点出

上しており、SDlは弥生後期から布留式併行期まで存続 したとみられる。

OSD5 弥生中期頃の細頸壷 1点、弥生第V様式前葉頃の甕 1点、庄内式併行期頃の

二重口縁壷 1点、布留式併行期頃の甕 1点、その他土錘が 1点出土している。SD5は

弥生中期から布留式併行期の遺物が混在 している。

OSD6 弥生第 V様式中葉から後葉頃の広口壷 1点、甕 2点、高郭 1点、器台脚部

1点と、布留式併行期の甕 6点、その他土錘が 1点出上 している。SD6は 弥生後期



から布留式併行期まで存続 したとみられる。

OSK9 弥生第V様式後葉から、庄内式平行期頃の高杯が 1点と上錘が 4点出上 し

ている。

。S K 17弥生中期後葉から弥生第V様式初頭の甕が 1点のみ出上 している。

。出土地不明 弥生中期の甕 1点、弥生第V様式中葉の甕 1点、甕底部 1点、高邦脚

部 1点、その他土錘が 1点出土 している。

b T2

。SD2 弥生中期の壷底部 1点、弥生第V様式中葉の受口壷 1点と短頸壷が 1点出

上している。SD2は 、弥生中期と後期が混在 していると思われる。

c T3

。ベース直上 11世紀前葉から後葉の灰釉坑底部が 2点出上 している。

OSDl 弥生中期の広口壷 1点、甕 4点と、弥生第 V様式中葉の長頸壷 1点、有孔

鉢が 1点出上 している。SDlは 、弥生中期に後期が混入 したものと思われる。

。SD2 受口甕が 1点のみ出上 しているが、現時点では時期は不明である。

。SD3 布留式併行期の甕 2点と、11世紀頃の灰釉娩底部が 2点出上 している。 S

D3は 2時期の遺物が混在 していると思われる。

OSD4 T3の 中では最も多量の遺物が出土 した遺構である。弥生中期の土器とし

ては、広日壺 1点、壷体部 1点、器台 1点があり、弥生第V様式は広口壷 6点、短頸

壷 2点、受口壷 2点、奮 7点、浅鉢 2点、高杯 6点、器台 6点、甕底部 4点、鉢底部

1点、有孔鉢 2点が出上 している。その他古墳時代頃の甕12点、浅鉢 2点、小型丸底

壺底部 1点、娩 2点 と、■世紀頃の灰釉娩底部が 2点出上 してい る。 SD4は 、弥生

時代後期と布留式併行期の 2時期を主として、弥生中期と■世紀頃の遺物が混入 した

ものと思われる。

。SD5 弥生中期の甕 1点、弥生第V様式中葉の広口壷 1点、細頸壷 1点、受口壷

1点、甕 1点、甕底部 1点、鉢底部 1点が出上 している。また、布留式併行期の甕 4

点、■世紀頃の灰釉坑底部が 1点出上 している。SD5は 、弥生後期と布留式併行期

を主として、弥生中期と11世紀頃の遺物が混入 したものと思われる。

OSD7 11世紀前葉から中葉の灰釉坑底部が 1点のみ出上している。

O出土地不明、弥生中期の広口壷 1点と弥生後期前葉の受口甕 1点、布留式併行期の
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受口甕が 3点出上 している。

d T4

。SDl 今回の調査で最も多量の上器を出上 した遺構である。弥生第 V様式中葉の

広口壷 1点 、細頸壷 1点、受口壺 5点、篭25点、浅鉢 1点、高杯脚部 6点、器台脚部

4点 と、古墳時代初頭頃の甕19点、浅鉢 1点、その他新 しい時期のものと思われる甕

が 1点出土 している。SDlは 、弥生後期から古墳時代初頭まで存続 したとみられる。

Ⅳ  ま と め

今回の調査では、 4つの トレンチから総数 196点の遺物が出上 した。ここでは、ま

とめとして、器種ごとに考察を加えることにする。

a.弥生時代中期

。広口壺

漏斗状にのびる口頸部にやや偏球状の体部を有する壷と思われる。器体外面は日頸

部から体部上半にかけて櫛描直線文をめぐらす。大中の湖南遺跡・南志賀遺跡・ 赤野

井遺跡・金ケ森西遺跡等から類似品が出上 している。畿内第 Ⅱ様式の新段階に併行す

るものと思われる。

O細頸壺

内方に曲折する口縁部とソロバン玉状の器体をそなえた細頸壷としては、伊勢湾地

方の弥生時代第Ⅱ様式そのものの搬入品と、本地方におけるその模倣品とがあり、さ

らに口縁部の曲折がよわく装飾も上述の上器とは異 って、むしろ弥生時代第Ⅱ様式上

器の細頸壷との関係が考えられるものがある。前三者においては、伊勢湾ふうの装飾

が支配的で、複帯構成を主とする直線文と縦位の波状文・短線文・重弧文などの直線

文状の加飾が目立 っている。後者では、単帯構成の櫛描直線文・波状文を交互におく

ものと、複帯構成の直線文をもちいるものがある。

当遺跡出上の細頸壷 は、調整などからしてこれらより新 しいタイプのものと思わ

れる。

Ott A-2

体部の張りがほとんどなく、全 くのなで肩である。頸部 は弥生時代後期のよう

イこ「く」字状にすばまることはなく、ゆるやかに外方へ開いている。日頸部外面は受
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口状を呈 し、内面は明瞭な稜線を付けずゆるやかに口縁端部に達する等、近江におけ

る畿内第Ⅳ様式併行の甕形土器として典型的様相を示す。さらに、内外面共粗いハケ
注 5

日で仕上げていることもこの時期の特徴である。雄琴高峰遺跡・ 五ノ里遺跡で出上 し

ているが、頸部の彎曲状況、日縁部内面の立ち上がりによる稜線の有無など、当遺跡

出上の物の方が古相を示すと思われる。

b.弥生時代後期 。古式上師器

0甕

甕では、「受口状日縁」のものが大半を占め、その盛行期である弥生時代後期にお

いて、多様なあり方を示すため、形態 。調整等で先後を容易に決めがたい。ただ、そ

の系譜をたどろうとするなら、弥生時代中期 (畿 内第Ⅳ様式)の段階には確実に存在

していることが確認されている。この時期の受口甕の特徴は、口頸部に比べて体部が

小さく、肩部外面には、櫛描列点文・櫛描直線文・櫛描波状文等の施文を行 う。これ
注6     注7

は、ほぼ県下全域に分布 し、主な遺跡としては、大津市湖西線関係遺跡、同市大伴遺
注 8 注 9 注10

跡、守山市服部遺跡、野洲町五ノ里遺跡、長浜市鴨田遺跡等が知 られている。

弥生時代後期 (畿内第V様式)に入ると、受口状口縁を有 し、外面に斜方列点文を

施し、肩部から腹部にかけて櫛描列点文・直線文・波状文の文様を巡 らせ、なだらか

にふくらむ器形、内面横ナデ調整等の基本形が完成される。但 し、個 々の特徴にはか

なりの相異もあり、口縁部外面ナデ調整を行 う系統も、弥生時代第Ⅳ様式から引き続

き存在する。また、体部内面をハケ調整するものもある。弥生時代第 Ⅱ様式以来の近

江系甕の特徴である甕を飾るという、近江独特の伝統を受け継 ぐものもある。

庄内式上器に伴 って出土する受口甕は、より体部が充実 し、施文も簡略化の方向を

たどる。

布留式併行期に入ると、湖西・湖南地域においては、畿内の圧倒的な影響力のもと
注■

に布留式が浸透 して、受口甕の伝統は消失する傾向にある。しかし、湖東・湖北地域

においては、布留式併行期に入 っても依然その伝統は残 り、丸底・球状の体部を有 し

ながら受□状日縁を成す甕のように、両者の融合 した形態 も生れる。

上述のような「受口状口縁」甕の形態変遷の傾向と、周辺地域出土資料との比較を

しながら、当遺跡出上の受口状口縁甕 (以下甕Aと 略す)を検討 していく。

甕A-1は 、日縁部が垂直に立ち上がり、端部は内傾する面を成す。また、日縁部
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中位に直線的な列点文を施すなど、弥生時代後期前葉 (畿 内第 V様式前葉)併行期頃

の様相を示 していると思われる。

甕A-2・ 3は、日縁端部を横ナデ調整するため、内傾 した面を成 し、わずかなが

ら突出するものが多い。国縁部下位に斜方列点文を刺突する傾向にあり、弥生時代

後期中葉の様相を示すものと思われる。

甕A-4・ 6は、国縁端部の外方へのつまみ出しが著 しくなり、日縁部全体が屈折

してみえる。また、国縁部及び肩部の列点文を簡略化 した箆描直線文を施す等、弥生

時代後期後葉の様相を示すものと思われる。

甕A-7・ 8は、日縁端部を強 くつまみ出し、外上方へのびる。口縁部外面の櫛及

びハケ状工具による列点文はなく、無文又は箆描直線文を施すものがほとんどである。

体部は丸味を帯びた球形に近づき、箆・ ハケ状工具により粗 く調整される等、庄内式

併行期の様相を示すと思われる。

甕A-9010・ 11は 、日頸部が甘い屈曲となり、日縁部に施文が見られず、体部の

箆・ ハケ状工具による施文も乱雑で装飾性を感 じさせないものが多く、またこうした

施文もせず、ハケロのみのものも多い等、布留式併行期の様相を示すと思われる。

甕A-12・ 5・ 14は 、時期差によるものか、あるいは地域差によるものか、現時点

においては判然としない。

甕A-13は 、顎部が稜を成 し、口縁部が立ち上がるもので、外面のタタキロ、内面
注12

のヘラ削り。ハケ調整等、北大津遺跡黒褐色上下層出上の甕B2と類似していることか

ら弥生時代後期後葉頃の様相を示すものと思われる。

O ttB

注 13

甕B-1・ 2は、畿 内第 V様 式で もやや新 しい傾向をおびる安満遺跡周溝墓一括

品例及び、久野部遺跡の甕 Cと類似 している。これらより、畿内第V様式前葉から中

葉の頃に相対的な年代を求められる。

甕 Cは、端部を内側に肥厚させる布留式に通有なもので、県下では多 くの遺跡で出

上 している。単純に「 く」字状口縁で端部内面が鋭角に肥厚 し、内面はヘラ削りを行

い、体部は球状を呈する。上ノ井手井戸下層Ab類に類似 しており、布留 I式頃とみ

られる。

O浅鉢



この種の鉢形土器は、受口状口縁甕と同じ手法によるもので、同じ近江にあっても

湖北地方において鴨田遺跡等で確認 されるごとく、弥生時代後期前半の時期に出現 し

ているのに対 して、湖南地方では服部遺跡 SD-20の一括品中に見られるように、弥

生時代後期初頭には、確実に存在 している。A-4・ 5は、口縁部の形態、施文等に

退化現象がみられるため、浅鉢の中で新 しい時期 (古墳時代前期初頭 )に入ると思

われる。

。高郷

口縁部が外反することによって受部との稜線が明瞭化するものであるが、日縁部高

はいぜん受部高におよばない。脚部は柱状脚部のものも残るが、多 くは裾部のゆるや

かに開 く中空形態のものが圧倒的に多い。成形手法は円板充壊手法のものが多いが、

前型式のような連続成形は行なわず、脚部成形後にあきらかに製作上のプレスを有 し

ている。

大型でtTh部が深 くて水平な底部を特徴とする欠山式の高邦が出現するのは、野洲を
注14    注15

中心とする湖南地域では、富波遺跡や片岡遺跡等に見られるように、少 し時期が下る

のではないだろうか。高郭Aに ついて見てみれば、杯部中位の屈曲が甘いものがある

ものの、馬場川遺跡の高郭より口縁部が長 く外反するものがないことから、馬場川遺

跡より先行 し、また西ノ辻 王地点式の高邦ほど鋭 く屈曲し、強 く立ち上がる日縁部で

もないので、これより後出的な形態と思われる。

高杯 Bは 、小型の精緻な高郭で、坑状の郭部をもつものである。北大津遺跡・入江
注17

内湖西野遺跡・金ケ森西遺跡等で類似品が出土 しており、庄内式併行かと思われる。

O器台

郭部が直線的に開き、端部が下垂する日縁部をもち、脚柱部がふ くらむ器台Aは、

弥生時代後期中葉に通有なもので、県下各地で出土 している。         |

器台 Bは くびれ部からほぼ対称的に外反 し、受部及び脚部を形づくるもので、時期

が新 しくなるに従 つて、くびれ部が中位よりも上方へ移動 して、刻ヽ型化する傾向に

あると思われる。

器台 Cは 円筒部から上下にほぼ同じ様に外反 し、受部と脚部を成形 している。これ

らは比較的古いタイプのもので、分布については、地方によりやや相異があるが、日
注18

本海側 (山 陰・北陸)をのぞく西日本一帯に広がっているようである。特に (99)は
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どと19                     とと20
大型の もので、藤井寺市国府遺跡 SK-3・ 唐古鍵遺跡 SD-50よ り類似品が出土 し

てお り、畿 内第Ⅳ様式末か、畿 内第 V様式前葉 の頃 と思われ る。     (井 浦 )

<注>
注 1.水野正好『大中の湖南遺跡調査概要』 (滋賀県文化財調査概要 第5集 滋賀県教育委員会)

1967年

注2.滋賀県教育委員会『南滋賀遺跡発掘調査報告書』

注 3.山崎秀二『守山市赤野井遺跡』 (滋賀県文化財調査年報 昭和51年度 滋賀県文化財保護協会)

1977年

注 4.滋賀県教育委員会『金ケ森西遺跡発掘調査報告書』 1980年

注 5,滋賀県教育委員会『雄琴高峰高地性追跡発掘調査報告書』

注 6.湖 西線関係遺跡発掘調査団『湖西線関係遺跡発掘調査報告書』 1973年

注 7 滋賀県教育委員会『大伴遺跡発掘調査報告』 1983年

注 8 滋賀県教育委員会、守山市教育委員会、滋賀県文化財保護協会『服部遺跡発掘調査概報』

1979年

注 9 滋賀県教育委員会、滋賀県文化財保護協会『野洲郡野洲町五之里遺跡発掘調査報告』 (昭和51年

度滋賀県文化財調査年報) 1978年
注10。 滋賀県教育委員会『鴨田遺跡』 (国道 8号線長浜バイパス関連遺跡調査報告書) 1973年

注■.中西常雄『近江における畜形土器の動向―庄内期を中心として一』 (考古学研究 125)

注12,中 西常雄・石原道洋・ 山口辰一ほか『北大津の変貌』 1979年
注13.高槻市教育委員会『安満遺跡発掘調査報告書』 (高槻市文化財調査報告書 第10冊) 1977年

注14.丸山竜平・山口辰一ほか『野洲郡野洲町富波追跡調査報告』 (滋賀県文化財調査年報 昭和48年

度 滋賀県教育委員会) 1975年

注15 丸山竜平ほか『草津市片岡遺跡』 (ほ場整備関連遺跡発掘調査報告書Ⅲ―Ⅱ 滋賀県教育委員会)

1976年

注16.東大阪市教育委員会『馬場川遺跡Ⅲ』 (東大阪市埋蔵文化財包蔵地調査概報 14)1975年

下村晴文・福永信雄・芋本隆答ほか『馬場川遺跡発掘調査報告』 (東大阪市遺跡保護調査会)

1977年

注17 田中勝弘ほか『矢倉川中小河川改修に伴う入江内湖西野遺跡発掘調査報告書』(滋賀県教育委員会)

1977年

注18 中西常雄・石原道洋・ 山口辰一ほか『北汰津の変貌』 1979年

注19 山本雅靖ほか『大阪府藤井寺市国府遺跡』 (河内国府遺跡出上の弥生式上器) 1974年

注20小林行雄ほか『大和唐古弥生式遺跡の研究』 (京都帝国大学文学部考古学研究報告 第16冊 )

1943年
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山賀西遺跡出土遺物観察表

版

号

図

番
器 形

土

点

出

地

法 量
栄は復元値
単位 (釦 )

形 態 の 特 徴 成 形 手 法 の 特 徴
調
土
成

色
胎
焼

1 奏
A-2

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 機135 。受口、口縁部はほぼ垂直

に立ち上が る。端部は内
傾する面を成す

。回縁部内外面共横ナデ
。外面口縁部櫛列

淡茶褐色
密
良好

甕
A-2

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張1&0 。受口、□縁部は垂直に立
ち上がる。端部は内傾す
る面を成す

O口縁部内外面共横ナデ
。外面口縁部櫛列

淡茶協色
密
良好

甕
A-9

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ
□径※11.3 。受口、回縁部は上外方ヘ

開く。端部は外傾する面
を成す

。内面口縁部ハクリ
O外面回縁部横ナデ

暗乳白色
細砂合有
良好

4 琵
A-9

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径張146 。受口、□縁部は上外方へ

開く。端部は外傾する面
を成す

O口縁部内外面共横ナデ 暗乳白色
細砂合有
良好

奏
A-11

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径穏11.6 。受口、口縁部は上外方へ

開く。端部はわずかにつ
まみ上げられる

O外面口頸部横ナデ
。外面体部ハクリ

淡茶色
細砂合有
良好

土錘
A

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

２

．
２

．
一局

径

器

。偏球状を成す
。中央部に0.7伽程の円孔
を穿つ

。手づ くね 淡灰褐色
細砂合有
軟質

細頸壷
(嘲A

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径張 9.2 。口縁部は内弯気味に立ち

上がる。端部は丸 く納め
る

O外面□縁部ハケ調整
。内面口縁部指圧痕

淡褐色
細砂含有
良好

8 責
A-9

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径※180 。受口、日縁部は上外方ヘ

開 く。端部は外傾する面
を成す

。日縁部内外面共ハクリ 淡橙色
細砂合有
軟質

奏
A-1

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径機15.8 。受口、口縁部はほぼ垂直
に立ち上がる。端部は内
傾する面を成す

。外面口縁部櫛列
O外面顎部櫛直

暗乳白色
細砂含有
良好

二重口
縁壷

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ
□径 抵23.1 O□縁部は外反、端部は丸

く肥厚する

。日縁部内外面共横ナデ 淡褐色
細砂合有
良好

11 土錘A ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

５

３一局

径
器

。偏球状を成す
。ほぼ中央部にO.5 clB程の
円孔を穿つ

。手づくね 淡褐色
細砂合有
良好

広 口壷
A

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径操11.5 。口縁部は直線的に開く 。口頸部内外面共横ナデ 淡赤褐色
細砂合有
軟質

養
A-2

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径張11.6 。受口、日縁部は垂直に立
ち上がる。端部は内傾す
る面を成す

。内面□縁部横ナデ
。外面口縁部櫛列

淡茶褐色
密
良好

賓
A-4

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径張13.9 。受回、回縁部は垂直に立

ち上がる。端部は上外方
へつまみ出す

O回縁部内外面共ハクリ 赤橙色
細砂含有
良好

密
A-7

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径X16.0 。受□、日縁部は上外方へ

開く。端部は外方へつま

。口頸部内外面共横ナデ 淡茶褐色
細砂合有
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版

号

図

番
器 形

土

点

出

地

法 量
張は復元値
単位 (例)

形 態 の 特 徴 成 形 手 法 の 特 徴
調
土
成

色
胎
焼

み出し水平な面を成す 良好

奏
A-8

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 栄128 O受口、口縁部は外反気味
に立ち上がる。端部は上
外方へつまみ出し内傾す
る面を成す

O□頸部内外面共横ナデ 暗黄色
細砂含有
良好

弩
A-9

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 張145 O受 口、口縁部は上外方ヘ

開く。端部は外方へ強く
つまみ出す

O口 頸部内外面共横ナデ
。内面休部ヘラケズリ
O外面体部ハクリ

暗黄色
細砂合有
軟質

養
A-10

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径栄138 。受口、口縁部は上外方ヘ

開く。端部は外方へつま
み出す。

O口 頸部内外面共横ナデ
O外 面体部ハケ調整

暗乳白色
細砂合有
やや軟質

弩
A-1

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 張16.4 。受口、口縁部は垂直に立
ち上がる。端部は内傾す
る面を成す

O内面口頸部ハクリ
O外面口縁部櫛列

淡茶色
細砂合有
軟質

奏

Ｃ

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径 X15.4 。「く」字状に外反、端部
は内面に肥厚

O口頸部内外面共横ナデ 淡禍色
細砂合有
やや軟質

郭一局
Ａ

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径※24.2 。□縁部は外反
。脚柱部は「ハ」字状に開
く

。芥部内外面共ヘラミガキ
O外面脚柱部ヘラミガキ

淡乳赤褐
色
密
良好

器 台
脚C

ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部は筒状を成し、裾
部がなだらかに開く

。内面脚柱部はしばり目
O外面脚柱部はハケ調整
°透孔 3ケ所

淡赤褐色
密
良好

土錘 A ｌ

Ｄ

Ｔ

Ｓ 一島

径
器

O偏球状を成す
。ほば中央部に025例程
の円孔を穿つ

O手づくね 淡褐色
細砂合有
やや軟質

高郭 B ｌ

Ｋ

Ｔ

Ｓ

口雀: 111 O深 い半球状の杯部をもつ

端部は丸く納める

O内面杯部ハクリ
。外面郭部ヘラミガキ

淡茶褐色
密
良好

土錘 A ｌ

Ｋ

Ｔ

Ｓ
径  2.5
器高  21

。偏球状を成す
。ほぼ中央に 0.8伽程の円
孔を穿つ

。手づ くね 淡黄褐色
細砂含有
やや軟質

土錘A ｌ

Ｋ

Ｔ

Ｓ

５

４一島

径

器

O偏球状を成す
。ほぼ中央に 0 6 clB程の円
孔を穿つ

O手づくね 淡灰褐色
細砂含有
軟質

土錘 A ｌ

Ｋ

Ｔ

Ｓ
径
器高

。偏球状を成す
。ほぼ中央に0.9 clv程 の円
孔を穿つ

。手づ くね 外面淡灰
褐色
内面淡赤
褐色
細砂含有
良好

土錘A ｌ

Ｋ

Ｔ

Ｓ 径
縞

O偏球状を成す
。ほぼ中央部に09伽程の
円孔を穿つ

。手づ くね 淡黄褐色
細砂合有
軟質
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土
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出

地
値
＞

暑
〓
死
例

復
く

法
は
位

機
単

形 態 の 特 徴 成 形 手 法 の 特 徴
調
土
成

色
胎
焼

痢

一

賓
Ａ

ｌ

Ｋ

Ｔ

Ｓ 略
隧
綿

17.5
17,7
224

O口縁部は外反し上外方へ

のびる。端部は上方へ肥
厚し外端面を成す

。体部は偏球状を成す
。底部はやや突出した上げ
底を呈する

。口縁外端面、櫛直
。□頸部内外面共ハケ調整
O体部外面ハケ調整後櫛直

暗茶褐色
小砂含有
良好

弩
A-1

１
明

Ｔ
不

□径※12.9 。受回、口縁部はほぼ垂直
に立ち上がり、端部は内
傾する面を成す

。口縁部内外面共横ナデ
。外面頸部ハケ調整

外面暗黄
色
内面明灰
黄色
細砂合有
良好

謝中)

A-2
１
明

Ｔ
不

口径張18.1 O口縁部は外反し短かく立
ち上がる。端部は上外方
へつまみ上げる

。口頸部内外面共ハケ調整
。内面体部指圧痕後ハケ調
整
外面体部ハケ調整、箆直

茶褐色
細砂合有
良好

高郭
脚 C

１
明

Ｔ
不

O脚柱部は筒状を成す 。内面脚柱部しばり目
。透孔 3ケ 所

淡乳赤褐
色
密
良好

奏底部 １
明

Ｔ
不

底径  48 。やや突出した上げ底を呈
する

O底部内外面ハケ調整 淡褐色
細砂合有
良好

土錘B １
明

Ｔ
不 一島

径
器

2.2
5.6

。円柱状を成す
。ほぼ中央部に 1.O clp程の

円孔を穿つ

。手づくね 淡褐色
細砂含有
良好

壷
２

回

一

受
Ａ

２

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口密争 14.2 。受口、口縁部は上外方へ

開き、端部は内傾する面
を成す

。頸部はほぼ垂直に立ち、
屈曲して体部へ続く

。外面回縁部櫛列
。外面頸部ハケ調整
。外面体部ハケ調整後、櫛
直、櫛列

暗乳白色
細砂合有
良好

短頸直
立壷A

２

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 O口 縁部はやや内弯気味に
立ち上がる。端部は丸く
納める

。口頸部内外面共ハクリ 暗乳白色
細砂合有
良好

壷底部 ２

Ｄ

Ｔ

Ｓ
＆
５
．

径
径

腹
底

。体部は偏球状を呈する
。底部は突出した上げ底を
成す

O外面体部ハケ調整後ヘラ
ミガキ

。内面体部箆削り後ハケ調
整

。底部ヘラミガキ

茶褐色
細砂合有
良好

灰釉婉
底部

T3
ベ ース

底径  8.o 。平底を呈し、端部は丸く
納める

。ロクロ作り、貼り付け高
台

黄味白色
細砂合有
良好

灰釉娩
底部

T3
ベ ー ス

底径  5,7 。平底を呈し、高台は「ハ

字状を成す

。ロクロ作り、貼り付け高
台

淡橙色
細砂合有
良好

壷
Ａ

口広
ｍ

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張31.6 。□頸部は大きく外反して
開く。端部は丸 く納める

。□縁外端面刻み目
。外面頸部櫛直、櫛直

灰黄色
月ヽ砂合有
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41 電嘲B ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張13.8 。口頸部は大きく外反して
開く。端部は下方へ肥厚
する

。□縁外端面刻み目
O口縁部内外面共ハケ調整

淡茶褐色
小砂合有
良好

翻沖)B ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 栄154 O口 頸部は大きく外反 して
開く。端部は丸く納める

。内面口縁部、櫛波
O外面□縁部ハケ調整

黒褐色
細砂合有
軟質

懇中)B ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 張130 。口頸部は大きく外反して
開く。端部は丸く納める

O外面口縁部、刻み目
。内面口頸部ハケ調整
。外面頸部ハケ調整

暗赤褐色
小砂含有
良好

甕中)B ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径滋16.8 。□縁部は巻き込むように

外反、端部はやや下垂す
る

。外面口縁部、刻み目
。内面□縁部ハケ波
。頸部内外面共ハケ調整

暗茶褐色
小砂合有
良好

長頸壷
A

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 栄13.0 。口縁部は外傾気味に立ち

上がる。端部は外傾する
面を成す

O口縁部内外面共ハクリ 灰橙色
細砂合有
良好

有孔鉢 T3
SDl

底径  4.6 O突出した平底を成す。中
央部に06例程の円孔を
穿つ

。外面体部ハケ調整 淡褐色
小砂合有
良好

奏
A-15

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 張13.1 。受口、回縁部は上外方に

開く。端部は内傾する面
を成す

。外面□縁部、刻み目 淡褐色
月ヽ砂合有
軟質

甕
A-14

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径栄156 O受口、□縁部は短かく立
ち上がり端部は内傾する
面を成す

O外面頸部ハケ調整 灰褐色
細砂含有
軟質

弩
A-17

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径※144 O受□、口縁部は上外方に
開く乳端部は尖り気味に

納める

O口 頸部内外面共横ナデ 黄禍色
細砂合有
良好

緑釉塊
底部

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
底径 X 8,7 。上げ底を呈する 。貼り付け高台、高台内面

箆削り
暗緑黄色
精良
良好

婉底部 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
底径 猟 58 。上げ底 を呈する。高台は

「ハ」字状に開く

。貼り付け高台、ロクロ作
り

灰色
精良
良好

広口壷
(引 B

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径※17.8 。口縁部は大きく外反して
端部は下方に肥厚する

。口縁外端面、円浮
。口頸部内外面共ハクリ

橙褐色

密
良好

壷体部 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
腹径※290 O偏球状を呈する O外面体部、櫛直 淡茶褐色

小砂合有
軟質

広口壷
A

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 ※118 O口縁部は「 く」字状に外
反す る。端部は丸 く納め
る

O口 頸部内外面共横ナデ 淡橙色
細砂合有
良好
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色
胎
焼

広 口壷
A

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径※118 。口縁部は外反 し、端部は

丸く納める

O□頸部内外面共ハクリ 暗橙色
小砂合有
良好

広口壷
B

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径※13.4 。□縁部は外反して短かく
立ち上がる。端部は丸く
納める

。□頸部内外面共ハケ調整 淡黄褐色
小砂合有
良好

広口壷
B

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径※13.0 。口縁部は外反して短かく
立ち上がる。端部は丸く
納める

。外面口縁部、刻み目
。外面頸部ハケロ

明橙色
小砂合有
良好

士霊
口広

Ｂ

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張11.2 O口 縁部は外反 して短かく
立ち上がる。端部は丸く
納める。

。外面口頸部横ナデ
O内面□頸部ハクリ

黄褐色
細砂合有
良好

広口壷
C

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 K13.0 O□縁部は巻き込むように
外反する。端部は上下に

肥厚する

O口縁外端面、箆直 淡黄褐色
細砂合有
良好

短頸直
立壷 C

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 張102 。口縁部は上外方へ外反す

る。端部は丸く納める

O口縁部内外面共横ナデ 淡茶褐色
小砂合有
良好

短頸直
立壷 B

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径栄 90 。口縁部は垂直イQち上がり、
短かく外反する。端部は
丸く納める

O内 面口頸部、箆削り
。外面口縁端部横ナデ
。外面口頸部ハケ調整

灰橙色
小砂含有
良好

受口壷
A-1

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径栄118 O受 口、回縁部は垂直に立
ち上がり端部は内傾する
面を成す

O□ 頸部内外面共横ナデ 淡茶褐色
細砂合有
軟質

士電
１

口

一

受
Ａ

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 猟14.8 O受 □、口縁部は垂直に立
ち上がり端部は内傾に肥
厚 し、内傾する面を成す

。外面口縁部、櫛列 黄褐色
細砂合有
良好

奏
A-3

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 栄17.3 O受口、口縁部は上外方に
開き、端部は内傾する面
を成す

。外面頸部、櫛列
O口 縁部内外面共横ナデ

淡灰褐色
細砂合有
良好

奏
A― ■

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径※116 。受回、口縁部は中位でふ

くらみ、端部は外方へつ
まみ出す

O外面□頸部ハケ調整 暗茶褐色
小砂合有
軟質

甕
A-12

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 抵18.0 。受□、口縁部は短か く立
ち上がり端部はやや外傾
する面を成す

。外面□縁部、櫛直、櫛列
O外面頸部、櫛列

黄褐色
月ヽ砂合有
軟質

奏
A-5

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径※16.6 O受 □、口縁部は長く垂直
に立つ。端部はわずかに
外反し、丸く納める

。外面頸部、櫛列
O外面肩部、櫛列、櫛直

灰橙色
小砂含有
軟質

奏
A-1

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径※135 O受口、口縁部は上外方へ

開き、端部は丸く納める

O外面口頸部、櫛列
。内面口頸部横ナデ

淡茶褐色
細砂合有
軟質

密
A-1

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 張144 。受口、口縁部は垂直に立
ち上がり、端部はわずか

O外面□縁部、櫛列
O内面口頸部横ナデ

灰橙黄色
小砂合有
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に内面に肥厚 し、内傾す
る面を成す

良 好

奏
A-1

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 栄210 O受 回、口縁部は内弯気味
に立ち上がり、端部は内
傾する面を成す

O外面口頸部、櫛列
O内面口頸部横ナデ

灰橙色
小砂合有
軟質

奏
A-14

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径猟140 O受口、国縁部はほぼ垂直
に短 く立 ち上が る。端
部はわずかに内傾する面
を成す

O口 頸部内外面共横ナデ 暗楊色
月ヽ砂合有
軟質

奏
A-14 ４

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
回径 援142 O受 口、口縁部は垂直に短

く立 ち上が る。 端部は
内傾する面を成す

O外面頸部、櫛列
。口縁部内外面共横ナデ

灰橙色
小砂合有
良好

奏
A-15

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径※11.8
ヽ
Ｏ
す

口
く
成

受
開
を

口縁部は上外方に
端部は内傾する面

O口 頸部内外面共横ナデ 乳褐色
細砂含有
良好

甕
A-15

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径猟170 O受 □、口縁部は上外方に
開く。端部は内傾する面
を成す

内面口頸部横ナデ
外面顕部ハケ調整

淡茶褐色
細砂含有
軟質

甕
A-16

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 猟14.4 O受口、口縁部は上外方に

開く。端部は丸く納まる

O口頸部内外面共横ナデ 黒褐色
小砂合有
軟質

甕
A-17

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径栄108 。受口、口縁部は上外方に

開く。端部は尖り気味に
納める

。口頸部内外面共横ナデ 淡黄禍色
細砂合有
良好

奏
A-17

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 X15.6 。受口、 口縁部は上外方に

開く。端部は尖 り気味に
納める

。□縁部内外面共横ナデ 灰褐色
細砂合有
良好

奏
A-17

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径※16.6 O受口、口縁部は上外方に

開く。端部は丸く納める

O口縁部内外面共横ナデ 暗褐色
小砂合有
軟質

奏
A-17

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径X15.4 。受口、国縁部は上外方に
開く。端部は丸く納める

。□頸部内外面共横ナデ 淡褐色
細砂含有
良好

寮
B-1

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
□径栄15.8 O受 口、国縁部は「く」字

状に外反し、端部は丸く
納める

O内面 口縁部ハケロ 淡黄褐色
細砂合有
良好

毒
B-1

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 張13.4 。口縁部は「 く」字状に外

反し、端部は丸く納める

O口頸部内外面共横ナデ 橙色
灯ヽ砂含有
良好

広口壷
A

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 猟120 O口縁部は上外方に外反す
る。端部は丸く納める

O口縁部内外面共横ナデ 橙色
小砂合有
軟質

餅
Ａ．

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径 猟15.2

腹径※15.6

O受 口、 口縁部 は短 く垂
直に立つ。端部は内傾に

。外面口縁部、櫛列
。外面体部ハケ調整後、櫛

灰黄色
細砂合有
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肥厚 し、内傾する面を成
す

。体部は偏球状を成す

直、櫛列 良好

鉢

一

浅
Ａ

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径猟13.4 。受口、□縁部は長 く内弯
気味に立ち上がる。端部
はやや内傾に肥厚 し、内
傾する面を成す

。外面回縁部、櫛列
。外面体部、櫛直、櫛列
。内面回縁部箆削

灰黄色
細砂合有
軟質

浅鉢
A-4

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 X12.1
腹径粗 08

。受回、口縁部は上外方に

外反して開く。端部は上
方へつまみ出す

。体部は偏球状を呈する

O□ 頸部内外面共横ナデ
O外面頸部、箆直

淡灰色
小砂合有
軟質

浅鉢B ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
□径授18.6
腹径※16.5

。口縁部は「 く」字状に外
反する。端部は丸く納め
る

。体部は半球状を呈する

。口頸部及び体部内外面共
横ナデ

淡橙色
細砂含有
良好

87 高杯A ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ 醒
隧
縞

24.2
17.3
15.3

。大きな郷部に外反する口
縁部を呈する。端部は丸
く納める

。脚柱部はややふくらみ、
なだらかに開く裾部をも
つ

。外部及び脚部内外面共ハ

クリ
。透孔 3ケ 所

暗橙色
細砂合有
軟質

高杯A ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 抵18.6 。国縁部は外反し上外方に

開く。端部は丸く納める

。口縁部内外面共横ナデ 淡黄褐色
密
良好

89 高ネA ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径操20.4 。□縁部は外反し上外方に
開く。端部は丸く納める

O内面口縁部ハクリ
。外面日縁部横ナデ後、ヘ

ラミガキ

黄橙色
細砂含有
良好

Ａ

郭
部

高

脚

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部はややふくらみ、
裾部はなだらかに開く

。外面脚部ヘラミガキ
。内面裾部横ナデ
。透孔 3ケ所

黄灰色
密
良好

高郭
脚部C

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

O脚 柱部は筒状を成し、裾
部はなだらかに開く

。外面脚部横ナデ
。透孔 3ケ所 蜘密餅

Ｃ
外
部

高
脚 ４

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部は筒状を成し、裾
部はなだらかに開く

。外面脚部横ナデ
。透孔 3ケ 所

淡黄色
細砂合有
軟質

器台A ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
径
径
高

口
底
器

17.3
13.7
12.6

。郭部は直線的に大きく開
く。端部は下垂する

。脚部はなだらかに開き、
端部は丸く納める

。外面脚部ヘラミガキ
。不部内外面共ハクリ
O透孔 3ケ所

暗橙色
細砂合有
軟質

器台A ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径栄20.8 。外部は直線的に大きく開

く。端部は下垂する

O外部外端面、箆直
。内面杯部横ナデ
。外面郭部ハケ調整

灰黄色
精良
良好

器台A ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径X15.7 。邦部は直線的に大きく開
く。端部は下垂する

。杯部内外面共横ナデ 灰白色
密
良好
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器台
脚部A

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部はふくらみ、裾部
はなだらかに開く

。脚部内外面共ハクリ
。透孔 3ケ所

淡黄灰色
細砂合有
軟質

器台
脚部C

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

O脚柱部は筒状を呈し、据
部はなだらかに開 く

O外面脚部横ナデ 橙色
密
良好

器台
脚部C

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部は筒状を呈し、据
部はなだらかに開く

。外面脚部ハケ調整 灰黄色
細砂合有
良好

器台
脚部C

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部は筒状を呈する 。外面脚部ハケ調整後、ヘ

ラミガキ
。内面脚部、箆削り、指圧
痕

。透孔 3ケ所

淡茶褐色
細砂合有
良好

奏底部 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
底径  35 O突 出せず平底を呈する 。外面体部ハケ調整 茶褐色

小砂合有
良好

奏底部 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
底径※ 3.3 Oやや突出した平底を呈す

る

O外面体部ハケ調整 茶褐色
細砂合有
良好

奏底部 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
底径  39 O突出せず平底を呈する O底 部内外面共未調整 黄灰色

小砂合有
良好

甕底部 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
底径  39 。突出した平底を呈する O体部内外面共ハクリ 暗灰色

小砂合有
良好

鉢底部 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
底径  39 Oやや突出した上げ底を呈

する

O底部内外面共ハクリ 暗褐色
小砂合有
軟質

増底部 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
底径 Xl.5
腹径 栄 6.6

O丸底を呈する
。体部はほぼ球状を呈する

O体 部内外面共ハクリ 経色
細砂合有
良好

有孔鉢
底部

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
底径  43 。突出する平底を呈する 外面体部ハケ調整

底部にほば 1.2例 程の円
孔を穿つ

暗灰色
密
良好

有孔鉢
底部

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
底径  3.3 O突出した平底を呈する O外面底部ハケ調整

。底部に079n程の円孔を
穿つ

橙色
細砂含有
良好

婉底部 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ
底径 栄 8.1 O平底を呈する。高台は「

ハ」字状に開き、端部は
丸く納める。

。底部内外面共横ナデ
。貼り付け高台

乳灰色
精良
良好

坑 A ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径猟104 。□頸部はゆるやかな「 S
字状を成す。端部は丸 く
納める

O口 頸部内外面共横ナデ 淡褐色
細砂合有
軟質
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坑  B ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径X8.8 O体部は半球状を呈する。
端部は外側に肥厚し丸く
納める

。口頸部及び体部内外面共
横ナデ

。外面頸部、箆直

淡褐色
細砂合有
良好

破片 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。外面、櫛直、櫛列 灰黄色
小砂含有
良好

破片 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

O外面、櫛波 淡褐色
細砂合有
良好

坑 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張114 O体 部は半球状を呈する
。口縁端部は丸く納める

O口縁部及び体部横ナデ後
施釉

灰緑色
精良
良好

罫引B ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径X98 O口縁部は水平に開き、端
部は丸く納める

O外面口縁部刻み目
。内面口縁部、櫛波
。頸部内外面共ハケ調整

赤褐色
細砂合有
軟質

広口壷
B

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 X14.8 O口 頸部は外反して開き、
短 く立 ち上がる。端部
は丸く納める

O口頸部内外面共横ナデ
。外面肩部、櫛直、櫛列

灰黄色
小砂含有
良好

細頸壷
A

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 猟 8,4 。□頸部はほぼ垂直する。
端部は尖らせる

。外面口頸部ヘラミガキ 淡灰褐色
細砂合有
軟質

受□壷
A-1

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径栄13.6 。受口、口縁部はほぼ垂直
に立ち上がる。端部はや
や尖 らせ る

O外面口縁部、櫛列
O内 面口縁部横ナデ

淡褐色
細砂合有
良好

奏
A-3

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径猟138 。受口、口縁部はやや上外
方へ開く。端部は水平な

面を成す

。外面口縁部、櫛列
。内面口頸部横ナデ
O外面頸部、箆列
。外面体部ハケ調整後、櫛
直

。内面体部箆削り後、ハケ
調整

黄褐色
小砂合有
良好

密
A-11

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径X144 O受 口、口縁部は中位でふ

くらみ、端部は上方へつ

まみ上げる

。外面口縁部、箆列
。外面頸部ハケ調整

暗灰褐色
細砂合有
良好

奏

A-11
３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径X17.6 O受口、口縁部は中位でふ
くらみ、端部は外方へ肥
厚し丸く納める

O口縁部内外面共横ナデ 暗褐色
小砂合有
良好

奏
A-3

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径 顕 9,9 O受 口、口縁部はほぼ垂直
に立ち、端部はつまみ出
す

O□縁部内外面共横ナデ
。内面体部箆削り

淡灰色
小砂合有
良好

奏
A-16

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 猟15,0 O受 口、口縁部はほぼ垂直
に立ち上がる。端部は尖
り気味に納める

O□頸部内外面共横ナデ 暗灰色
小砂合有
良好

123 奏
A-17

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張10,0 O受 口、口縁部は上外方ヘ

開く。端部は尖り気味に

O口 頸部内外面共ハクリ 淡褐色
小砂合有
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納める 良好

鉢底部 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

底径  31 O突 出せず上げ底を呈する O外面底部未調整
。内面底部横ナデ

暗灰褐色
」ヽ砂合有
良好

奏底部 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

底径 栄 2.0 O突 出した平底を呈する 。底部内外面共ハクリ 淡橙色
小砂含有
良好

破片 ３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

O内面ハケ調整
O外面、櫛直、櫛列、竹管

文

灰黄色
精良
良好

娩底部
灰陶

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

底径※ 9,3 O上げ底を呈する。高台は

「ハ」字状に開き、端部
は丸く納める

。ロクロ作り
O貼 り付け高台

灰色
精良
良好

部底
陶

婉
灰

３

Ｄ

Ｔ

Ｓ

底径  7.0 。上げ底を呈する。高台は

断面逆三角形を呈する

。ロクロ作り
。貼り付け高台

灰色
精良
良好

広口壷
D

T3
不明

口径哭158 O口頸部は大きく外反して

開く。端部は外端面を成
す

O口縁外端面、刻み目
O口縁部内外面共横ナデ
O頸 部内外面共ハケ調整

暗黄褐色
小砂合有
良好

甕
A-11

３
明

Ｔ
不

口径張 98 。受口、口縁部は中位でふ

くらむ。端部はわずかに
つまみ出す

。□頸部内外面共横ナデ 淡灰褐色
細砂合有
やや軟質

甕
A-8

T3
不明

口径 X150 O受 口、口縁部は上外方へ

開く。端部はつまみ出し
凹面を成す

。口頸部内外面共横ナデ 淡茶色
万ヽ砂合有
良好

甕
A-17

３
明

Ｔ
不

□径張137 O受口、口縁部は上外方谷
開く。端部は尖り気味に

納める

。外面頸部、櫛列
。内面口頸部横ナデ

黄禍色
Jヽ砂合有
軟質

甕
A-1

３
明

Ｔ
不

□径※15,2 。受口、口縁部はほぼ垂直
に立ち上がる。端部は内

面に肥厚する

O外面口縁部、櫛列
。内面口頸部横ナデ

黄禍色
小砂合有
やや軟質

奏 D ４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径弧29,1 。頸部は垂直にのび、

部は上外方へ開く。
は丸く納める

縁
部

口
端

O口 頸部内外面共ハクリ 橙糧色
小砂合有
軟質

広口壷
A

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 X130 。口縁部はなだらかなカー

ブをもって外反する。端
部は外方へ肥厚する

O口縁部内外面共ハケ調整 暗乳白色
細砂合有
良好

細頸壷
B

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 栄 5,7 。□縁部は短 く、外反気
味に立ち上がる。端部は

丸く納める

O口縁部内外面共横ナデ
O外面頸部ハケ調整

淡褐色
細砂合有
良好

露
B-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径猟 8.4

腹径猟101
O口縁部は「 く」字状を呈
し外反気味に開く。端部
は丸く納める

。体部は長胴形を呈する

。口縁部内外面共横ナデ
。外面腹部ハケ調整

灰茶色
細砂含有
良好
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壷

１

口

一

受
Ａ

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径抵13.5 。受回、口縁部は垂直に立
ち、端部は内傾する面を
成す

O外面口縁部、櫛列
。外面頸部ハケ調整
。口頸部内外面共横ナデ

淡茶褐色
細砂合有
軟質

受 口壷
A-1

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張134 。受口、口縁部は垂直気味
に立ち、端部は内傾する
面を成す

。外面口縁部、櫛列
。内面□頸部横ナデ

淡茶褐色
細砂合有
良好

受口壷
A-1

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
□径※14.4 。受□、口縁部は垂直気味

に立ち、端部は内傾する
面を成す

。外面口縁部、櫛列
O内面口頸部横ナデ

淡茶褐色
細砂含有
良好

壷
２

口

一

受
Ａ

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
□径張13.4 。受回、口縁部は上外方ヘ

開く。端部は水平な面を
成す

。外面口縁部、箆列
O内面回頸部横ナデ

淡茶褐色
細砂含有
軟質

142 受口壷
A-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径猟14.2 O受 □、口縁部は上外方ヘ

開く。端部やや内傾する
面を成す

O口 頸部内外面共横ナデ 淡褐色
細砂合有
軟質

143 露
A-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径栄13.0 。受口、口縁部は垂直に立
つ。端部は内傾する面を
成す

O外面□縁部、櫛列
。内面口頸部横ナデ

淡茶褐色
細砂含有
軟質

奏
A-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径栄159 O受 口、口縁部は垂直に立

つ。端部はつまみ出し、
凹面を成す

。外面口頸部、櫛列
。内面口頸部横ナデ

茶褐色
細砂合有
良好

甕
A-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 援13,9 。受口、口縁部は垂直に立

つ。端部は内傾する面を
成す

。外面口縁部、櫛列
。外面頸部ハケ調整
。口頸部内面横ナデ

淡茶褐色
細砂合有
軟質

146 奏
A-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径X19.5 。受口、口縁部は垂直に立
つ。端部は内傾する面を
成す

。外面□縁部、櫛列
。外面頸部、箆直
O内面口頸部横ナデ

淡茶褐色
細砂合有
軟質

奏
A-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 張15.2 。受回、口縁部はほぼ垂直
に立つ。端部は内傾する
面を成す

。外面口縁部、櫛列
。外面肩部、櫛直
。内面口頸部横ナデ

淡茶褐色
細砂含有
軟質

148 奏
A-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径X16.1 。受回、口縁部は垂直に立
つ。端部は内傾に肥厚し
上方につまみ上げる

。外面□縁部、櫛列
。外面頸部ハケ調整
。内面口頸部横ナデ

茶禍色
細砂合有
軟質

149 奏
A-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径猟156 。受口、口縁部は垂直に立

つ。端部は外方につまみ
出し水平な面を成す

。外面口縁部、櫛直、箆列
。内面口頸部横ナデ

淡茶褐色
細砂合有
軟質

奏
A-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
□径粗 5,9 。受口、口縁部は垂直に立

つ。端部は外方へつまみ
出し、内傾する面を成す

。外面口縁部、櫛列
。内面口頸部横ナデ

灰褐色
細砂合有
軟質

奏
A-3

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径張13.3 。受口、□縁部は垂直に立

つ。端部は内傾する面を
成す

。外面口縁部、櫛列
。外面肩部ハケ「Jq整後、櫛
直

。内面口頸部横ナデ

暗茶褐色
細砂合有
軟質

152 奏 T4 □径 栄13.5 O受 回、口縁部は垂直に立 。外面口縁部、櫛列 淡茶褐色
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A-3 SDl つ。端部は内傾する面を
成す

。内面口頸部横ナデ 細砂合有
軟質

奏
A-3

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径授14.5 。受口、口縁部は垂直に立
つ。端部は外方につまみ
出し、内傾する面をもつ

。外面口縁部、櫛列
O内面口頸部横ナデ

灰褐色
細砂合有
良好

154 奏
A-3

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 張15.4 O受 口、口縁部は垂直に立
つ。端部は水平な面を成
す

。口縁部内外面共横ナデ
。頸部内外面共ハケ調整

淡茶褐色
細砂合有
軟質

奏
A-3

T4
SDl

口径 抵12.4 。受回、口縁部は垂直に立
つ。端部は内傾にやや肥
厚し、水平な面を成す

O口 頸部内外面共横ナデ 茶禍色
細砂合有
軟質

156 奏
A-3

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
□径張144 。受口、口縁部は垂直に立

つ。端部は外方につまみ
出し、水平な面を成す

。外面頸部、櫛列
O外面肩部ハケ調整後、櫛
直

O内面口頸部横ナデ

茶褐色
細砂合有
良好

甕
A-3

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径張13.7 。受□、口縁部は垂直に立

つ。端部は内傾にやや肥
厚し、水平な面を成す

O外面□縁部、櫛直、櫛列
。内面口縁部横ナデ

淡黄褐色
細砂合有
軟質

奏
A-4

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張14.2 却

つ。
し
、

、口縁部は垂直に立
端部は強くつまみ出
内傾する面を成す

。外面口縁部、櫛直
O内面口縁部横ナデ
。頸部内外面共ハケ調整

黒褐色

細砂含有
軟質

奏
A-4

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張14.9 O受 口、口縁部は垂直に立
つ。端部はつまみ出し、
浅い段を成す

。外面肩部、櫛波
。口頸部内外面共横ナデ

淡茶褐色
細砂合有
軟質

奏
A-4

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 tXi19 4 。受口、口縁部は華直に立

つ。端部は強くつまみ出
し、水平な面を成す

O口頸部内外面共横ナデ
。外面肩部ハケ調整

淡茶禍色
細砂含有
軟質

奏
A-4

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張10.8 。受口、口縁部は垂直に立
つ。端部は内傾にやや肥
厚 し、内傾する面を成す

。口頸部内外面共横ナデ
。外面肩部、箆列、箆直

淡茶褐色
細砂合有
軟質

奏
A-6

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 猟18.4 O受 口、□縁部は外方へ開
く。端部は強くつまみ出
し、内傾する面を成す

O外面回縁部、櫛直
。外面体部、櫛直、櫛波、
櫛直

O内面頸部ハケ調整
O内面体部、指圧痕後箆削
り

淡茶褐色
細砂合有
良好

露
A-6

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 猟17.2 O受 口、口縁部は外方へ開

く。端部はつまみ出し、
浅い段を成す

。口頸部内外面共横ナデ
O外面体部、櫛直
O内面体部指圧痕後ハケ調
整

淡灰褐色
細砂含有
良好

164 奏
A-7

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径・X・ 13.9 。受口、口縁部は外方へ開
く。端部はつまみ出し、
内傾する面を成す

。外面□縁部、櫛直
。内面口頸部横ナデ

淡茶褐色
細砂合有
軟質

甕
A-7

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径栄12.2 O受 口、口縁部は外方へ開
く。端部は強くつまみ出

。□頸部内外面共横ナデ
O外面肩部指圧痕

灰褐色
細砂合有
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土
成
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焼

し、水平な面を成す 軟質

奏
A-7

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径栄134 。受口、口縁部は外方へ開
く。端部はつまみ出し、
水平な面を成す

。外面口縁部、櫛直
。内面口頸部横ナデ

淡茶褐色
細砂含有
軟質

甕
A-7

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張16.1 。受口、回縁部は外方へ開
く。端部はつまみ出し、
水平な面を成す

O□ 頸部内外面共横ナデ 淡茶褐色
細砂合有
軟質

奏
A-7

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径張12.8 O受 口、口縁部は外方へ開

く。端部はつまみ出し、
水平な面を成す

O口 頸部内外面共横ナデ
O肩部内外面共ハケ調整

淡茶褐色
細砂合有
軟質

奏
A-8

T4
SDl

口径 授15.6 。受□、口縁部は垂直に立
つ。瑞部はつまみ出し、
水平な面を成す

O口縁部内外面共横ナデ
。頸部内外面共ハケ調整

淡茶褐色
細砂合有
軟質

奏
A-8

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 栄11,9 。受口、日縁部は垂直に立
つ。端部は強くつまみ出
し、水平な面を成す

。回縁部内外面共横ナデ
O外面肩部ハケ調整

淡茶褐色
細砂合有
軟質

奏
A-8

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径張15.8 。受口、口縁部は垂直に立
つ。端部はつまみ出し、
浅い凹面を成す

。口縁部内外面共横ナデ
。外面頸部ハケ調整

茶褐色
細砂合有
軟質

奏
A-8

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径栄153 O受日、口縁部は垂直に立
つ。端部はつまみ出し、
水平な面を成す

。□頸部内外面共横ナデ 灰褐色
細砂合有
軟質

奏
A-8

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張166 。受口、口縁部は垂直に立
つ。端部はつまみ出し、
浅い凹面を成す

。口縁部内外面共横ナデ
O外面頸部ハケ調整

淡茶福色
細砂合有
軟質

甕
A-9

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径X143 。受回、回縁部は外方へ開

く。端部はつまみ出し、
外傾する面を成す

。口縁部内外面共横ナデ 暗黄褐色
細砂合有
良好

奏
A-9

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径張131 O受口、日縁部は外方へ開

く。端部はつまみ出し、
外傾する面を成す

。□頸部内外面共横ナデ
。外面肩部、櫛格

淡茶褐色
細砂含有
良好

奏
A-9

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径X14.7 。受□、口縁部は外方へ開
く。端部はつまみ出し、
外傾する面を成す

。口頸部内外面共横ナデ
。外面体部指圧痕後、横ナ
デ

淡茶褐色
細砂合有
軟質

甕
A-9

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 張12.3 。受口、口縁部は外方へ開

く。端部はつまみ出し、
外傾する面を成す

。口頸部内外面共横ナデ 淡黄褐色
細砂合有
やや軟質

178 奏
A-9

T4
SDl

口径張 92 O受 口、口縁部は外方へ開
く。端部はつまみ出し、
外傾する面を成す

O口 頸部内外面共横ナデ 灰橙色
細砂合有
良好

奏
A-10

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径※19,3 。受口、口縁部は鈍い段を
成し外反する。端部は内
傾する面を成す

。口頸部内外面共横ナデ
。体部内外面共ハケ調整

暗禍色
細砂合有
やや軟質
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形 態 の 特 徴 成 形 手 法 の 特 徴
調
土
成

色
胎
焼

奏
A―■

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径授13.8 。受口、国縁部は中位でふ
くらみ外方へ開く。端部
は凹面を成す

。口縁部内外面共横ナデ
。頸部内外面共ハケ調整

淡灰褐色
細砂合有
良好

甕
A-12

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径張10.3 。受 口、口縁部は短 く外
方へ開く。端部は外傾す
る面を成す

。口縁部内外面共横ナデ
。外面肩部、箆格、櫛直

淡褐色
細砂合有
良好

182 甕
A-13

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径 猟17.0 O受 口、口縁部は内弯気味
に甘く立ち上がる。端部
は丸く納める

。口縁部内外面共横ナデ
。外面肩部タタキロ
。内面体部箆削り後ハケ調
整

暗褐色
細砂合有
良好

広口壷
A

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径 栄11.0 O口 縁部は「 く」字状を呈
し直線的に開く

。口縁部内外面共ハケ調整 黄掘色
小砂合有
良好

184 奏
B-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

口径栄10.6 。国縁部は「 く」字状を呈
し外反気味に開く

。口顕部内外面及び外面体
部ハケ調整

暗乳白色
小砂合有
良好

甕
A-2

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 送15,3 。受口、国縁部は垂直に立

ち上がる。端部は内傾す
る面を成す

。外面口縁部及び肩部、櫛
列

。内面口縁部横ナデ
。内面体部ハケ調整

淡茶褐色
細砂合有
軟質

謝
Ａ．

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ
口径 X16.4 O受 口、 口縁部 は短 く垂

直に立ち上がる。端部は

丸く納める

。口頸部内外面共横ナデ 灰黒禍色
細砂合有
軟質

187 浅鉢
A-3

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

□径 X16.2
腹径 粗 7.7

。受口、口縁部は内弯気味
に立ち上がる。端部は丸
く納める

。体部は偏球状を呈する

O口 縁部内外面共横ナデ
。外面体部ハケ調整

橙色
細砂含有
軟質

脚郭一島
Ａ

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部はややふくらみ、
裾部はなだらかに開く

。外面脚柱部ハケ調整 明橙色
細砂合有
軟質

高郭脚
A

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部はややふ くらむ 。外面脚柱部ヘラミガキ
O内面脚柱部未調整

灰黄色
精良
良好

高杯脚
A

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部はややふくらみ、
裾部はなだらかに開く

O外面脚柱部横ナデ
。透孔 3ケ所

暗褐色
密
良好

高外脚
A

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部はややふくらみ、
裾部はなだらかに開く

。外面脚柱部ヘラミガキ後
櫛直、櫛列

。内面脚柱部箆ナデ
O透孔 4ケ所

淡禍色
精良
良好

高邦脚
B

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部は「ハ」字状を呈
し直線的に開く

O外面脚柱部ヘラミガキ
。透孔 3ケ所

淡褐色
密
良好

器台脚
A

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

O脚柱部はなだらかに外反
気味に開く

O外面脚柱部ヘラミガキ
O内面脚柱部ハケ調整

灰褐色
密

―-35-―



版

号
図
番

器 形
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点

出

地

法 量
張は復元値
単位 (銅)

形 態 の 特 徴 成 形 手 法 の 特 徴
調
土
成

色
胎
焼

。透孔 3ケ 所 良好

器台脚
A

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部はなだらかに外反
気味に開`く

。外面脚柱部横ナデ
。透孔 3ケ所

褐色
細砂含有
良好

器台脚
B

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部は「ハ」字状を呈
し直線的に開く

。外面脚柱部横ナデ
。内面箆削り

灰褐色
細砂合有
軟質

脚ム
ロ

器
Ｃ

４

Ｄ

Ｔ

Ｓ

。脚柱部は筒状を呈し、裾
部はなだらかに開く

O外面脚柱部横ナデ 灰褐色
細砂合有
良好
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